
オンライン開催会　場

変わるものづくりの姿、変わらないものづくり魂
～学びと進化を止めるな！ニューノーマルなものづくりとその未来を探る～

主 催

変わるものづくり総合大会、変わらないものづくり総合大会
ニューノーマルなものづくりへの変化と共に、ものづくり総合大会も変わります。
オンラインだから、今まで会場へ足を運ぶことができなかった方も参加できます。
オンラインだけど、ものづくり企業の課題解決に寄り添うマインドは変わりません。

ものづくり総合大会は、1961年の第1回生産管理部会全国大会の開催以来、参加者や発表企業、企画委員など
多くの方に支えられ、最新技術や優秀活動事例の発表など先進的な情報交流の場として継続開催して参りましたが、
今年度については、新型コロナウイルス感染拡大の影響で例年どおりの形態での開催が困難な状況となりました。
しかしながら、経年の最新情報やものづくりトレンドを把握するための場として本会に参加いただいているみな
さまにとっての、貴重な情報交流機会を堅持するとともに、コロナ禍においても、この有意義な機会を失わず、ご活用・
ご聴講いただけるように、第58回ものづくり総合大会では、オンライン配信を取り入れ開催して参ります。
みなさまには、従来と異なる手法・形態での開催にご理解をいただき、引き続きご参加を賜りますようお願い
申しあげます。

オンライン開催にあたって

https://jma-seisan.jp/ＵＲＬ ものづくり総合大会 検 索

第58回第58回

会　期 2021年2 月9 日（火）～26日（金） うち、休日等を除くのべ10日間

1日目

2/9(火)

2日目

2/10(水)
2/11(木)

～

2/14(日) 2/15(月) 2/16(火) 2/17(水)

配信無 3日目 4日目 5日目 6日目

2/18(木)

7日目

2/19(金)
2/20(土)

～

2/23(火) 2/24(水) 2/25(木) 2/26(金)

配信無 8日目 9日目 10日目

下記の部門にたずさわる幹部・マネジャー・スタッフの方々
生産分野【生産技術、生産管理、生産戦略、生産企画、製造など】
調達分野【購買、調達、開発購買、SCM、物流、購買戦略など】
開発分野【研究、開発、設計、商品企画など】
品質分野【品質保証、品質管理、R&D、商品企画など】
人材開発【人材育成、組織開発、理念浸透、ダイバーシティなど】

「100年企業のイノベーション」
① 製造業を取り巻く環境の変化
② 今後の成長を牽引するものは？
③ イノベーションのための変革の視点

パナソニック 専務執行役員 CTO、CMO　　　宮部 義幸

オンデマンド特別講演（約50分）
【配信期間：2021年2月1日（月）～26日（金）（予定）】 【参加者無料】  （敬称略）

コーディネータ （敬称略、順不同）

日本能率協会
コンサルティング
シニア・コンサルタント

加賀美 行彦

Transformation
Consulting合同会社

松田 将寿

日本能率協会
コンサルティング
シニア・コンサルタント

石田 秀夫

日本能率協会
コンサルティング
シニア・コンサルタント

石山 真実

旭化成株式会社　生産技術本部 技術企画室

オムロン株式会社　グローバル購買・品質本部 品質技術室 製品品質技術部

オリンパス株式会社　製造機能 ものづくり技術戦略 グローバルディレクター

花王株式会社　技術開発センター 基幹技術グループ

TDK株式会社　生産技術本部 生産技術企画グループ 戦略企画部 戦略企画課 課長

株式会社東芝　生産推進部 生産戦略室 生産変革担当 参事

東レ株式会社　生産本部 生産総務室 主幹 生産革新GL

トヨタ自動車株式会社　生技管理部 生技企画統括室 主幹

日産自動車株式会社　生産企画統括本部 APW推進部 アライアンス エキスパートリーダー

日本製鉄株式会社　技術総括部 技術総括室 上席主幹

日本電気株式会社　サプライチェーン統括本部 本部長代理

パナソニック株式会社　マニュファクチャリングイノベーション本部 企画部 部長

株式会社日立製作所　モノづくり戦略本部 企画部 主任技師

富士ゼロックス株式会社　モノ作り本部 生産企画管理部 スマートワーク推進グループ グループ長

富士通株式会社　産業システム事業本部 ものづくりソリューション事業部 シニアディレクター

本田技研工業株式会社　生産統括部 生産管理部 CE

三菱重工業株式会社　バリューチェーン本部 バリューチェーン革新部 戦略グループ長 グループ長

三菱電機株式会社　生産技術部 生産性推進グループ グループマネージャ

ヤマハ発動機株式会社　調達本部 戦略統括部 間材調達推進部 主管

ライオン株式会社　生産本部 生産管理部

リコーインダストリー株式会社　経営管理本部 経営企画センター 戦略企画室 室長

委　員 米井　也人
坂口　由里
富谷　　学
吉岡　盛喜
木村　　淳
小松　久高
小林　拓史
蛭川　浩治
中川　雅之
永井　　渉
石塚　直美
山下　嘉久
菊池　　淳
六車　和弘
秋澤　新二
藤根　雅弘
玉木　　司
兼森　洋志
鈴木　晴久
小柳津敬久
上垣　　理

2021ものづくり総合大会 企画委員会 （敬称略・会社名50音順）

【第一線監督者の集い 優秀事例について】
ものづくり現場の第一線監督者に、その取組みに対してどのような役割を担い行動し、職場をマネジメントしたかについてご発表いただきます。
名古屋、福岡、仙台で開催している「第一線監督者の集い」で、ご発表頂いた取組みの中から参加者投票により選定した、最も「第一線監督者の活動・
行動として相応しく、他の模範となると思われる」取組み内容を優秀事例として表彰しています。

参加料 （消費税別）

20,000円/1セッション

22,500円/1セッション

27,000円/1セッション

30,000円/1セッション

1～3セッション

18,900円/1セッション

21,000円/1セッション

10セッション以上
一般社団法人
日本能率協会
法人会員

会 員 外

7～9セッション

21,600円/1セッション

24,000円/1セッション

4～6セッション

※ホームページよりお申込みください。 ⇒ https://jma-seisan.jp/ ものづくり総合大会 検 索

ものづくり総合大会は約60年間にわたり開催されている、ものづくり戦略・生産技術・製造・購買調達・
開発設計・品質・人材開発部門の方々にご参加いただく伝統ある優秀企業事例の講演会です。
本大会では、ものづくり戦略・生産技術・製造・購買調達・開発設計・品質・人材開発領域における広い

ものづくり視点から、講演企業や学識者の実践的な最新事例に学び、自社活動へ即座にご活用いただく
ことができます。
日本能率協会は、日本製造業のイノベーションが世界を変えると信じており、各企業の異なる考え方・取

組みを共有することが大きな価値を生み、企業の課題解決や継続的な発展に寄与すると信じています。
日本産業界からの推薦や期待が反映された、年に一度の貴重な情報交流と人的交流の場に、あなたもぜひ

ご参加ください。

ものづくり総合大会とは

1 企業実務家や学識者による企業実務家のための講演
30セッション以上で、企業の実例を基に実務家や学識者が講演をします。実務家の生の声から、実際の現場のストー
リーや課題解決のためのヒント、新しい問題提起などを学ぶことができます。

2 より具体的な内容に迫る質疑応答
セッションでは講演者やコーディネータに質問することができます。（一部講演を除く）
わからないこと、大変だったことなどメディアなどでは知りえない情報を得ることができます。

3 講演内容の理解を深める専門家による解説つき
コーディネータにはコンサルタント等の理論を語れる専門家を抜擢しています。
実務家の講演を理論的に解説することで、より理解を深めるセッションとなります。

4 他社 ものづくり人材との交流の機会
参加者同士のディスカッションを一部のセッションでご用意しています。
講演を聴くだけではなく、ディスカッションを通して講演内容を咀嚼し、自分自身で考える機会となります。

5 60年近く続く歴史あるカンファレンス
ものづくり総合大会は生産管理部会全国大会（旧カンファレンス名称）から数えると約60年の実績があります。
多くの方々に支持されている、歴史あるカンファレンスです。

6 毎年多くのものづくり人材が学びの場として利用
毎年のべ数千名のものづくり人材が参加しています。
日々の業務の振り返り、これからの目標の再設定など、自己研さんの場としてもご活用ください。

大会の特徴

参加対象

Q &AQ &A よくあるご質問

Q カンファレンス当日の視聴はどうすればいいですか？
A お申込時に登録いただいたメールアドレス宛にログイン情
報をお送りします。そちらにアクセスしていただき、講演
開始までに視聴準備をお済ませください。尚、本カンファ
レンスはZOOM（無料アプリ）にて開催いたします。

Q 会場での聴講はできないのでしょうか？
A 会場聴講はできません。原則オンラインカンファレンスと
なります。
お使いのパソコンやタブレット、モバイル端末にてご視聴
ください。

Q 1つの購入で複数人視聴してもいいですか？
A １セッション１名での視聴をお願いしております。

Q 定員はありますか？
A 現時点では講演の通信安定を理由に定員数を各講演100名
程度と想定しております。
申込状況によって、定員数を変更する場合があります。

Q 視聴環境はZOOMだけですか？
A オンラインカンファレンスはZOOMのみでのご提供となり
ます。
現時点で他の視聴環境は予定しておりませんのでご了承く
ださい。

Q ZOOMはアプリケーションをインストールしない
と見れませんか？

A ZOOMはブラウザ（GoogleChromeまたはFirefox）にも
対応しております。
Internet Explorerからのアクセスは動作環境対象外ですの
で予めご了承ください。
※PCにインストールし、視聴いただくほうが動作環境は安
定します。

Q 開催期間中の視聴ができません。再販売等はあり
ますか？

A ライブ配信が中心です。
一部講演は後日オンデマンド配信を検討しておりますが、
すべてのセッションではございませんので、可能な限り開催
期間にてご視聴ください。

Q クレジットカード決済での購入はできますか？
A クレジットカード決済はできず、請求書対応のみとなります。
銀行振込となりますので、個人の方でも購入可能です。

Q 申込みはWEBサイトからのみですか？
A 申込みはWEBサイトで承っております。複数名でのお申込
みなど、一度に多くの申込みをしたい場合は、下記のエク
セルでの「一括申込」がおすすめです。一覧で管理するこ
とも可能になります。
◆まとめ申込みURL(エクセル）　 ▲ ▲ ▲

https://jma-seisan.jp/excel_entry

Q 視聴する参加者が申込時点で確定していません。
　 どうすればいいですか？
A お申込みいただく方の情報を記入してください。
なお、ログイン情報ご案内後に参加者が確定した場合は、
参加者の方へログイン情報の転送をお願いします。
（ログイン情報の再送は行っておりません）

Q 資料やアジェンダの配布はありますか？
A 原則配布を予定しておりますが、ご講演者のご事情により
配布できない場合もございます。予めご了承ください。

Q 請求書送付先を複数箇所に分けられますか？
A 請求書送付先住所は「1か所のみ」指定可能です。請求書
送付先ごとに分けてお申込みいただく必要があります。

Q 一度、送信したファイルを、申込内容の変更連絡
として再利用できますか？

A 送信済みのファイルを申込内容の変更連絡として再利用す
ることはできません。

Q 参加セッションの変更はできますか？
A 可能です。別途ご案内するマイページよりご変更ください。

Q 交代参加はできますか？
A 可能です。別途ご案内するマイページよりご変更ください。

Q キャンセル規定について教えてください。
A キャンセル規定については下記をご確認ください。
◆キャンセル規定
参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代
理の方もご都合がつかない場合は、下記の規定によりキャンセ
ル料を申し受けますので予めご了承ください。
開催初日(2/9)から８日前以前(開催初日を含まず)･････無料
開催初日(2/9)から７日前～当日(開催初日を含まず)･･･参加料全額
（万一キャンセルの場合は必ずメールまたはファックスでご連絡ください。）

●既にお支払い済みの場合（開催８日前以前（開催当日を含まず））
　キャンセル分をご返金いたします
●お支払いがまだない場合（開催８日前以前（開催当日を含まず））
キャンセル分を差し引いた申込金額をご請求します。（※請求書
再発行いたします。）
●既にお支払い済みの場合（開催７日前以降）
特に手続きはございません。
●お支払いがまだない場合（開催７日前以降）
当初申込分の料金を請求します。（請求書の再発行は行いません）

◆申込みに関する問い合せ先
（請求書・キャンセル・変更などに関する内容）
JMAマネジメントスクール　TEL：03（3434）6271
【電話受付時間】月～金曜日9:00～17:00（ただし祝日を除く）
E-mail：seminar@jma.or.jp  FAX：03（3434）5505

Q いつまでに申込めばいいですか？
A 一部講演は満席となる可能性がございますので、お早目の
お申込みをおすすめします。
万が一ご参加ができなくなった際には、キャンセル規定を
ご確認のうえお手続きをお願いします。



※事情によりプログラムは変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 

最新情報は、ホームページでご確認ください　https://jma-seisan.jp/ ものづくり総合大会 検 索

オープニング ニューノーマルものづくり ものづくり強化と人材育成 これからのものづくり

13:00

～

14:10

1日目

14:30

～

15:40

16:00

～

17:10

2月9日（火）

日本のものづくり戦略

2日目
2月10日（水）

3日目
2月15日（月）

4日目
2月16日（火）

5日目
2月17日（水）

6日目
2月18日（木）

7日目
2月19日（金）

8日目
2月24日（水）

9日目
2月25日（木）

10日目

A - 1 B - 1 C - 1 D - 1 E - 1 F - 1 G - 1 H - 1 Ⅰ-1 J - 1

A - 2 B - 2 C - 2 D - 2 E - 2 F - 2 G - 2 H - 2 Ⅰ-2 J - 2

A - 3 B - 3 C - 3 D - 3 E - 3 F - 3 G - 3 H - 3 Ⅰ-3 J - 3

2月26日（金）

お客様志向のものづくり 生産現場のコロナ対応とこれから コロナ環境下における生産対応と供給対応 VRを用いた先進的な安全教育 多様な商品づくりを支える人材育成 多様な人材の成長を支える人材育成 進化するVRの世界 サイバーセキュリティと人材育成 THE DX概論

東京大学
ものづくり経営研究センター長 教授
藤本 隆宏

日本の生産性と働き方を考える 経営戦略と新事業創出 短いサプライチェーンへの改革 社会貢献を見据えたサプライチェーン構築 ものづくりリモートワーク ものづくり改善と情報改革 自動化する生産現場の未来 ものづくり起点のセキュア生産 日本製造業とデジタル変革

※現在、投票期間中です。
「第一線監督者の集い：仙台」の優秀事例賞は、

　　1月20日（水）以降に
公式HP＜https://foreman.jp/sendai/＞で発表となります。

海外巨大企業に学ぶ グローバルものづくり戦略 先進的なリモート環境教育 コロナ環境下におけるものづくり優先課題 グローバルものづくり人材育成 強い現場を支えるものづくり人材育成 これからのAIと人の関係を考える 働き方の変化とセキュリティ強化 DXを通じた企業改革と価値創造

第58回第58回 会　期 2021年2 月9 日（火）～26日（金）　うち、休日等を除くのべ10日間

感染症・デジタル化・米中摩擦時代の
　「ものづくり」戦略
　　　ー広義のS-D-Gの観点からー

小西美術工藝社
代表取締役社長
デービッド・アトキンソン

日本企業に勝算はあるのか

BOEジャパン
代表取締役社長
久保島 力

BOEの進めるものづくり

日産車体
取締役社長
吉村 東彦
日産車体ものづくり戦略 
～お客様志向を軸とした
商品力向上へのたゆまぬ改善～

AGC
代表取締役 社長執行役員 CEO
平井 良典

AGCが実践する
　　　　　両利きの経営

山根 庸史
元 本田技研工業
専務取締役 生産本部長

Hondaにて経験した
　  もの造り進化について

トヨタ自動車
安全健康推進部 部長
永見 　孝
ものづくりの世界での
　コロナ対応と
幸せの量産に向けた
　　　　　 今後の取組み

NTN
執行役員
上田 　智

調達改革と
　サプライチェーンの強化

電通
電通Bチーム
大山 　徹
電通Bチーム
鳥巣 智行
ものづくり人材のための
　新しい改善・アイデア発想
ワークショップ≪参加者交流型≫

キリンビール
常務執行役員 生産本部長兼生産部長
横山 昌人
コロナ禍における
キリンビール工場での製造、
　　　商品供給対応の取組

三菱重工業
バリューチェーン本部 サプライチェーン高度化室 
室長
萩原 一郎
三菱重工グループにおける
サプライチェーンCSR活動

林　 繁雄
元 オリンパス
取締役 専務執行役員 製造部門長
Withコロナにおいて
　取り組む優先課題と
　　  ものづくり人材育成

日揮ホールディングス
品質・安全・環境部 部長代行 
コーポレートHSEマネージャー
杉本 　亨
海外プラント建設工事に
　おける安全管理と
　　VRを使った安全教育

パナソニック
モノづくり研修所 所長
登　 和則
パナソニックにおける
　ものづくり人材育成の
　　　　　　　 取り組み

リコーインダストリー
OP生産事業部 
第二OPものづくりセンター 
KU生産室 室長
吉井 孝之
生産現場のリモートワーク
　　　　　　  実践と課題

コマツ
生産本部 業務部長
伊藤 祐一
グローバル生産戦略に基づく
　　　ものづくり人材の育成

ヤマハ発動機
生産本部 製造統括部 浜北製造部 生産課 第1工区 工長
高橋 伸昌

ダイハツ工業
池田工場 工務部生産管理室 職長
広田　 愛
「私の無限∞プロジェクト」
～愛が職場を変える 愛で職場を変える～

心を鍛えて技を磨け！
～後戻りしない人財育成プログラムの構築～

日産自動車
生産企画統括本部 アライアンス 
グローバル ダイレクター
橋本 哲也
人間力を重視した
　日産自動車 生産部門の
　　 人財育成の取り組み

東京エレクトロン
テクノロジーソリューションズ
業務改革推進部 業務改革推進エキスパート
千葉　 諭
東京エレクトロンテクノロジー
　ソリューションズ(東北工場)
における生産性改善の取り組み

東レ
生産本部 生産総務室 室長
黒川 浩亨
東レ専修学校 教務課長
川畑 由美
東レにおける、ものづくり
　人材育成の取り組み
～企業の盛衰は人が制し、
人こそが企業の未来を拓く～

オムロン
IABカンパニー オートメーションセンタ長
山﨑 世喜
DX推進、新たな価値提供
　スタイルで実現する
　　　製造現場課題解決

キオクシア
デジタルプロセスイノベーションセンター 
技監
折原 良平
「TEZUKA2020」プロジェクト
―ヒトとAIが協創する未来を垣間見る―

サイバージムジャパン
取締役COO
松田 孝裕

サイバー攻撃の最新傾向と
　　トレーニングの重要性

NECプラットフォームズ
コーポレート 主席セキュリティオーガナイザー
渡辺 裕之
生産現場が腕まくり！
サイバー攻撃からの
　　　 早期復旧への備え

日立製作所
情報セキュリティリスク統括本部 
情報セキュリティ戦略企画本部 本部長
村山　 厚
サイバーレジリエンス強化
　への取り組み
～新しい働き方で変わる
　 セキュリティへの対応～

東京大学大学院
工学系研究科 教授
森川 博之
Beyond 5Gへの
　　　　　　向き合い方

旭化成
執行役員 エグゼクティブ フェロー
久世 和資

デジタル技術による
　 ビジネスと社会の変革

三菱ケミカル
　　　ホールディングス
フェロー
岩野 和生
DXを通じた企業改革と
　　　　　　　 価値創造

（法人格、敬称略）

富士通アイ・ネットワークシステムズ
執行役員
黒江 正裕
ビジネスソリューション部 部長
武井 尚也
現場データを活用した
　生産革新活動
～DXファクトリーへの
　　　　　　 展開について

感染症・デジタル化・米中摩擦時代における広義の「ものづく
り」戦略を論じる。サステナブル・デジタル・グローバル
（S-D-G）全視点を取り込み、連立方程式を解くように解を
探索する。上空・低空・地上の3層構造でデジタル化時代を
展望し、2020年代のCyber-Physical層での「低空戦」の
戦略を考える。感染症時代、米中摩擦時代に日本の企業・
現場の商機ありと見る。その基本論理を説明する。

日本の未来を考えるとき、そのポテンシャル(可能性)と課題の両方
を正視しなければいけません。日本人ならでは際立った優秀さが
ある一方で、グローバルレベルでの生産性の低さは避けられない
事実として、日本の産業界に暗い影を落としている。
日本経済改革の本丸=生産性の背景にあるもの、その本質につい
てを、本カンファレンスにおいて、産業界で活躍する皆さんと分か
ち合い、未来のあるべき日本の姿について考える機会とする。

昨今、成熟企業の重要課題として、新規事業と既存事業を両立するための経営
理論「両利きの経営」が着目されている。
当社はその理論を実践している企業として、スタンフォード経営大学院やハー
バード・ビジネススクールのケーススタディーとして紹介されている。
2018年7月に社名を「旭硝子」から「AGC」に変更した際に定めたブランドス
テートメント「Your Dreams, Our Challenge」を実現するために、当社が実施
してきた新規事業創出やオープンイノベーションの取り組みについて紹介する。

昨今、大規模な自然災害や、新型コロナウイルスによる世界中の経済活動の停
止など、企業を取り巻く事業環境は常に変化が激しく、予測できない状況が続い
ている。NTNは、このような外部環境の変化に左右されない安定調達と、コスト
や機能、品質面における最適調達の実現を目指し、調達改革に取り組んでいる。
本講演では、グローバルでの調達活動が加速する中で、地域内の現地調達およ
び価格メリットのある地域間の最適地調達を推進し、物流改革も含めた短いサ
プライチェーンの構築を目指す当社の取り組みを紹介する。また、環境や人権な
ど、サプライチェーンにおけるESGの取り組みについても紹介する。

BOEは1993年に設立し、20年余りで世界のディスプレイ市場
においてリーディングカンパニーへと成長した。その歩みとこれ
からの挑戦に向けての取組み、戦略、日本マーケットでの取組
みも合わせて説明する。

全社製造部門のトップとして、長年に渡り、生産技術開発による差別化、ものづく
り現場の体質改善、グローバル生産構造改革、徹底した原価低減活動、卓越した
高度技能者の育成、調達改革など、幅広く展開してきました。最近は、コロナ禍で、
ものづくりの課題がより明らかになってきた。多くの企業では、売り上げ激減、損
益分岐点の急激な悪化により苦境にある。現在の厳しい状況の中で、利益を確保
し、また将来に亘り「ものづくり企業」として生き残るために何から取り組むべきか。
そして、急激なデジタル化が進む中で、「ものづくり人材育成」はどのように取り組
めば良いのか。最近の状況や長年の現場経験を踏まえ、「考え方・優先順位を変え
る必要がある課題」と「更なる強化を図る取組み」について具体的に紹介する。

ものを造るプロセスが日本から全世界に拡大した。
そんな中で取り組むべき「日本のもの造りの進化」を総括する。
寄居工場企画プロジェクトリーダー、鈴鹿製作所所長、生産本
部長としての経験を踏まえ日本もの造りの進化の方向性を紹
介する。

日産車体は、日産グループの中で小型商用車とフレーム車を
中心に開発から生産、品質管理までを一貫して行っている。
多種多様なお客様のニーズにお応えするために取り組んで
いる様々な改善について紹介する。

2020年年初から急速に新型コロナウイルスの拡大で混乱する
中、在宅勤務ができない製造現場でのコロナ感染防止の生々し
く愚直な取組みと、「youの視点」で実行できる人財づくりを進め
てきた中で、コロナ危機だからこその実践へ重ねてきた事例を
紹介する。更にコロナ危機をチャンスととらえ、企業内での健康
安全の取組みもどのように変革を進めているかを紹介する。

三菱重工グループは、社会・産業インフラを支える製品・技術を
世界に提供し、地球規模の課題解決を目指しており、サプライ
チェーンを構成するビジネスパートナーの皆さまと、製品の実
現に向けて共に歩んでいくことが必要不可欠であると考えて
いる。講演では、三菱重工グループのCSR調達方針、管理プロ
セスに基づく取組みについて、具体的な事例を紹介する。

製造業に入社したが、女性であるがゆえの葛藤や困難を乗り越え現場第一線の「職長」まで昇格すること
が出来た。女性だからではなく、今後の世の中の情勢が女性や高齢者が活躍する場が増えていく中、自
分自身が体感した苦い経験を活かし、今後も企業が抱える問題を乗り越えようとする無限プロジェクト。

監督者で構成される「ＦＣ会」グループ活動からの参戦！ 若手が減る時代の中で後継者育成に日々悩みな
がら試行錯誤を繰り返し、様々な仕掛けを展開。その中で得た新たな気付きや発見を形にしながら時代の
ニーズに見合った育成方法を仕組みまで落とし込んできた第一線監督者としての取り組みを紹介する。

日産自動車九州
工務部 工務課 工長
林　 修二
未来を変えろ 俺流育成プログラム 
～心技体を鍛え未来の監督者たちへ～

メカトロニクス技能五輪選手として心技体を鍛え上げ遂にチャンピオンに! しかし意気揚々と工務課に復帰したが
理想と現実とのギャップに戦う日々。工長となり、自らの信念のもと組員とぶつかり悩みながら共に成長、今ま
での経験で得たマインドを若手に注入すべく新育成プログラムを構築した未来の監督者育成活動を紹介する。

オンラインによる参加者交流型セッション。電通Bチームが主催
する、オリジナルのワークショップを体験していただく。
明日から使えるリモート教育/ワークショップの手法を体感いた
だき、新しい時代の人材育成にお役立てください。

パナソニックは様々な事業を有しており、モノづくりも多様な
形態で行っている。それぞれの事業を支える人材もまた共通、
基礎的な部分と共に各事業のモノづくりに合わせた専門性が
求められ、モノづくり人材育成もそのような事業、モノづくりの
特徴に合わせた体制で推進している。
本日はコーポレートの人材育成部門でありますモノづくり研修
所の活動内容を中心に弊社モノづくり人材育成の考え方と現
在の取り組みを紹介する。

複写機、プリンターのトナーカートリッジ等を生産するリコーインダストリー厚木事業所
では、本社スタッフのみならず、生産管理、技術部門での在宅勤務を推進している。カメ
ラやセンサーを駆使して、あらゆるデータが可視化されるようになったため、リモートで
の現場監視が可能になった。デジタル化された現場の維持、改善業務を回していくため
のベースには、三現主義の中で長年にわたって培ってきた、課題設定、解決力といった
技術者の基本的能力が欠かせず、生産現場の改革はデジタルとアナログの調和によっ
て成されている。本セッションでは、生産現場が実践しているリモートワークの現状、そこ
で直面している課題について共有しながら、今後の方向性について議論したい。

半導体業界は、今後、継続的に堅調な成長を続けて行きますが、技術
的には、今、過去に経験したことのない新たな時代に直面している。
東京エレクトロンでは、当業界におけるグローバルリーディングカンパ
ニーを目指す中で、革新的な装置技術の向上を進めるとともに、これ
と並行して、半導体業界の受注変動、そして、お客様からの納期要求
に対しても柔軟に対応すべく、日々の生産性改善活動を進めている。
今回は、それら生産性改善の活動事例と、これまでの苦労話を交えた
概要を紹介する。

富士通のエンタープライズ向けネットワーク関連機器の製造、品質保証を行う弊社工場は、20年
前から生産革新活動を本格的に展開して一定の成果を上げてきましたが、数年前からIoTやAI
等のデジタル技術を活用した現場データの収集、蓄積を行い、「見える化」することで、生産現場
がそれらのデータから更なる改善のヒントを得たり、新たな価値を見出すサイクルが回り始めた。
ここに至るまでの具体的な事例とともに、現在、推進している富士通の製造業向けサービス基盤
であるCOLMINAを活用した工場全体の見える化や、DXファクトリーの実現に向けた今後の取
組みについて、紹介する。

日揮ホールディングスはその主要な事業の一つとして、海外の石油・ガス分
野でのEPC(設計・調達・建設)プロジェクトを行っている。その建設工事にお
いては作業者数が1万人を越える巨大プロジェクトもあり、そこでは多くの言
語、人種、文化が混在する。これはコミュニケーションの観点から安全管理上
の課題であり、そこには実践的なリスク管理が必要となる。そのため現場ス
タッフの安全教育が重要課題であり、横浜の事務所でVRを使って実際の現
場の状況を体験してもらうとともに、ハザードの特定演習も実施できるシステ
ムを開発した。海外の建設工事の安全管理とともにVR教育の紹介を行う。

時代の変換期に差し掛かり、少子高齢化や嗜好の多様化などの様々な課題に日本
の製造業界は対応する必要がある。ものづくりだけではない付加価値を提供し、新
たな存在意義を打ち出さなくてはならない現状にある。酒類業界も同様で、全体的
に酒類消費が低下しつつも、商品が多様化する中で、メーカーもそれぞれで戦略的
に今後の変化対応が求められている。その中で、今回COVID-19の発生があり、市
場環境も劇的に変化した。まず足元での対応事項について触れるとともに、キリン
ビール全体が現在から将来に向けて企業として考える戦略の骨子と、コロナによる
影響をいかに加味していくかについて、特に生産、商品供給の視点から紹介する。

日産自動車の生産部門では、従来より、専門力・マネジメント力・人間力の3領域を
強化する活動に取り組んできた。その様な中、皆様に多大なご迷惑とご心配をお
掛けし、経営の根幹をも揺るがせた完成検査問題に類する不祥事を二度と起こさ
ない為に、コンプライアンスを最優先とし、その為に敢えて人間力を重視した取り
組みを行っている。この取り組みの一例として、共通の価値観の醸成、風化防止、コ
ミュニケーション向上などの施策について紹介する。また、ものづくり離れの時代に
於いて、生産技術領域の若手エンジニアの育成と定着は喫緊の課題であり、生産
技術の魅力を如何に理解してもらうか、などの地道な取り組みの一例を紹介する。

生産工場においてもサイバー攻撃を受けるリスクは増大しているが、対策はIT戦略
担当に任せてしまってはいないだろうか? IT戦略担当がどんなに防御を固めても侵
入されることを想定しなければならない。侵入された際に、被害を最小限に止め、早
期復旧させるための準備(サイバーBCP)は生産現場が腕まくりをして取り組まない
限り進まない。サイバーBCPの取り組みは、サプライチェーン全体での取り組みであ
るべきで、日本の製造業全体が取り組むことが、日本製造業の新たな強みを形成す
ると考える。NECプラットフォームズで進めるセキュア生産は、このサイバー攻撃か
らの早期復旧を準備するプロセスとして実績を積み重ねており、日本製造業全体の
強みとする一助として、本講演でその進め方と成果や課題について広く紹介したい。

企業における業務やビジネスの課題に対してデジタル技術を
活用した事例を紹介する。また、企業として取り組むべき社会
課題の解決を目的としたデジタル技術の活用や取り組みにつ
いても解説する。さらに、これらの具体的な事例を踏まえて、企
業としてデジタル技術を効果的かつ迅速に利用するために考
慮すべきポイントや取り組みについて議論する。

デジタル社会において、膨大かつ多様なデータが価値を生み出す
一方で、安全・安心への脅威も飛躍的に高まっている。昨今のコロ
ナ禍において大きく働き方が変わり、今後のセキュリティのありか
たも大きな変化が必要となってきている。
このような状況において、日立が体験したWannaCry事案を通し
て学んだ気づきと、現在日立で取り組んでいるサイバーレジリエン
ス強化に向けたセキュリティ対策の取り組みを紹介する。

人工知能技術の新たな適用先として芸術の創作が注目されており、絵画、音楽、文学などの分野
で研究例がある。研究成果である計算機の「作品」の中には、オークションハウスにて高額で取引さ
れたり、著名な美術館に展示されるような作品も現れている。こうした流れの中の一つの方向性と
して、すでにこの世に亡い芸術家の作風を機械学習し、その芸術家を彷彿とさせる作品の生成を
試みるものがある。話題になったプロジェクトとしては、レンブラントや美空ひばりの例がある。現
代日本を代表する芸術であるマンガにおいても、先頃手塚治虫の「新作」を生成しようとするプロ
ジェクト「TEZUKA2020」が実施され、話題を呼んだ。本講演では、同プロジェクトの概要を述べる
とともに、プロジェクト遂行上で遭遇した困難とその解決に至る道筋について述べる。また、
「TEZUKA2020」を芸術創作におけるAIによる発想支援の一例と考え、ヒトとAIの間でどのような
役割分担が行われたかを分析することから、未来における両者の協創のかたちを展望する。

サイバーセキュリティに関する課題は、従来の特定・防御といっ
た事前防御策から、ハッカーの侵入を前提とした検知・対応・復
旧を考慮すること(サイバーレジリエンス)に変わっている。工
場や製造部門を含め、世界のサイバー攻撃の現状を把握し、
経営陣を含めた全社での対応の必要性について話しをする。

産業構造や事業構造や社会構造までをも変革するデジタルシ
フトをCOVID-19が加速する中で、Beyond 5G/6Gの「制約
がなくなる世界」の実現を進めていかなければいけない。テク
ノロジーは進化するとの認識でもって、5G/Beyond 5G/6G
の土俵にあがり、気づきから未来を創っていくことが大切であ
る。関わる人やモノが増大する特質を有することから、関わる人
やモノすべてに共感し、つないで巻き込むカスタマーサクセス
人材も事業開発や研究開発において重要となる。

市場ニーズの変化、技術革新、グローバル化、人手不足など
社会変化・・・。製造業を取り巻くビジネス環境は大きく変化し
ている。こうした変化に対し、オムロンが掲げるモノづくり現
場革新コンセプト“i-Automation!”にて、お客様と共にモノづ
くり革新を実現していくオートメーションセンタの取り組みと、
Withコロナも背景に、DX推進による新たな価値提供スタイ
ルによる製造現場でのモノづくり革新の事例を紹介する。

当講演では、三菱ケミカルホールディングスにおけるデジタルトランスフォーメーションについて、どのような
定義、目標、施策、背景となる思想をもって取り組んできたかを紹介する。デジタルトランスフォーメーション
を「全ての関係性に、デジタルの技術と思想によって、変革を起こし、新しい価値を生み出す」ものとして定義
し、基盤作り、戦略的展開、社会との関係の三段階にわたって、活動を展開している。とくに製造業にとって重
要なオペレーショナルエクセレンス、長年培われてきた知恵の定着と活用をAIや数理最適化などの技術でい
かに優れたものにするのか。またマテリアルズインフォマッティックスなどの活用、ものづくりとサービスやビ
ジネスモデルの関係などの取り組みに触れる。この遂行にあたって、各種Business to Business(B to B)会
社にとっても共通となると思われる課題(風土、人材育成、意志、ビジョン、ロードマップ、技術への理解、無形
資産)についても議論する。プロセスインダストリーでB to Bの典型である化学業界で、Circular Economy, 
Chemical Recycling, SDGsなど、次の段階に向けて何を考えているかについても触れていく。

1926年4月16日を創業とする東洋レーヨン㈱(現 東レ㈱)は、1928年に「青年訓練所」、1929年に
「晴嵐女学校」を設置するなど、設立当初から従業員の能力養成に熱心に取り組んできた。
1994年に設置した「東レ専修学校」では、現場の第一線を支えるリーダー層を育成すべく、現場ニー
ズに合わせた人材育成教育を継続的に行っている。また、それら教育を通じて育成されたリーダー
層を中心に生産現場力が強化され、小集団活動や改善活動などが進められている。これら教育と現
場での活躍などを中心にして、東レにおけるものづくり人材育成の取り組みについて紹介する。

コマツの海外売上比率は80%を超えており、また、連結人員の
60%以上は海外の社員となっている。特に生産部門において
は人員、拠点数ともおよそ80%が海外となっている中で、グ
ローバル生産/調達戦略を進めるためには、コマツ流のもの作
りの考え方の各拠点での浸透と現地ナショナル人材の育成が
重要な課題となっている。
コロナ禍においても変わらない取り組みと変化するその方法に
ついて事例を中心に説明する。

第一線監督者の集い 優秀事例　　
(福岡大会、仙台大会)

第一線監督者の集い 優秀事例　　
(名古屋大会)


